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1.はじめに
　本稿では，数理計画法解法プログラムＧＡＭＳを利用した応用一般均衡
分析の練習として，基本モデル(age 1 モデル，小平（2002ａ）），中間投入を
考慮した拡張モデル(age 2モデル，小平（2002b））に続くage3 モデルの構
築を試みる。本稿のage 3 モデルは，前回のage 2 モデルを以下の２点に
ついて拡張している。第１に，資本市場をモデルに組み入れる。このこと
により，貯蓄と投資をモデルの中で考察することが可能になる。第２に，
企業固有の生産要素を考慮する。このことによって，要素価格の歪みを考
察することが可能になる。
　これまでの基本モデルage 1 や拡張モデルage2では，要素の自由な移
動を仮定しており，要素価格（資本の賃貸串，労働の賃金率）はその要素を
使用する全ての企業で同一であるとされ，各企業は平均要素価格を払うと
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考えられていた。しかし，現実の世界では，生産要素の移動が制限されて
企業固有のものとなり，要素価格は企業毎に異なるという意味で，要素価
格が歪みを持つ傾向がある。本稿のage3 モデルでは，両要素について供
給される固定量（与件）が完全雇用されるという設定を維持しながら，労
働について企業固有の市場が成立する場合を考察する。すなわち，労働の
賃金率は歪みを持つが，資本の賃賃率は歪みを持たない，つまり両企業を
通じて同一である場合を取り上げる。以上が，第２の拡張である
　age 2 モデルから本稿のモデルヘの変更は上の２点に限られており，そ
れを除けば全く同一である。すなわち，以下のような経済が想定される。
２種類の商品（ＣＡとＣＢ）と２種類の生産要素（労働Ｌと資本Ｋ）があり，
経済主体として２つの企業（ＦＡとＦＢ）と２つの家計（ＨＡとＨＢ）が存在
する。企業は生産要素と商品の中間投入を使い商品を生産して，財市場に
供給する。ここで，生産に必要な生産要素は要素市場において家計から，
中間需要は財市場において他の企業から購入する。企業は，自分の生産技
術を制約として，収入と生産費用の差として定義される利潤が最大になる
ように生産計画（すなわち，要素需要，中間需要，商品供給）を立案する。家
計は財市場において企業から商品を需要し消費する。家計は，要素市場に
おいて要素（労働と資本）を供給し，それから獲得する所得を制約として，
消費の効用が最大になるように商品需要を計画する。何れの経済主体も価
格受容者として行動する。また，モデルをオペレーショナルなものとする
ために，家計の効用関数および企業の生産関数はCobb-Douglas型の関数
形で与えられるものと仮定する。
2.モデルの定式化
2.1　貯蓄一投資の取扱い
　貯蓄と投資を考慮できるようにモデルを拡張するには，モデルに資本市
場を組み入れる必要がある。その資本市場における需給バランスを検討す
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る際には，貯蓄と投資のどちらかが先に決定しており，もう一方がそれに
合わせて決定されると考えるのが便利である。本稿では，(1)総貯蓄額が先
に与えられ，それに見合うように総投資額が決定されると考える貯蓄主導
型と，(2)総投資額が先に与えられ，それに見合うように総貯蓄額が決定さ
れると考える投資主導型という２種類の貯蓄一投資の取扱いを検討する。
　前者の貯蓄主導型では，
条件（ａ）　各家計の貯蓄割合ｍｐｓh(限界貯蓄性向＝平均貯蓄性向)は，パラメ
　　　ーターとして与えられている。
　　(b)各家計はこの固定された貯蓄割合ｎｗｓｕで家計所得ｎ心から貯
　　　蓄にｍｐｓｕＹＨ．を配分する。
　　㈲　家計部門の総貯蓄額は，家計貯蓄の合計Σｍｐｓ　ｈ　ＹＨ
ｈとして決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｈｅＨ　　　定する。
　　(d)家計の総貯蓄額に等しい総投資額(＝投資需要額)の投資が，企
　　　業部門によって行われる。
と想定する。ここで，商品ｃの投資需要量をＱＩＮＶ。と表すと，企業部門
の総投資額はΣ7)。ＱＩＮＶ。と表されるから，条件(d)はこの総投資額が家
　　　　　　　C
C
計部門の総貯蓄額Σｍｐｓ
ｈＹＨｈに等しく決定されることを意味する。た
　　　　　　　　h£Ｈだこれだけでは各商品への投資需要の大きさが決まらないので，ここでは
さらに
条件的　投資支出は，両財の投資需要量の比が一定となるように，２種類
　　　の商品の間に配分される。
と仮定する。商品(･の基準時点投資需要量を研萌と表すと，これはパ‘
ラメーターとして与えられることになるので，条件（ｅ）はある時点の投資需
要量ＱＩＮＶ。が
　　　　　　　　　　　　一ＱＩＮＶ。= IADか7如仙
(投資方程式)により表されることを意味する。ただし，Ｍ£)jは比例的調
整係数であり，両財に共通であると仮定される。以上より，条件(d)および
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（ｅ）の下では，総投資額や財価格が変化するとき，総投資額が与えられた総
貯蓄額に等しくなるように，両財の投資需要量が比例的に調整されること
になる。
　逆に，投資主導型では，
条件（ａ）　企業部門の総投資額（＝投資需要額）はパラメーターとして与え
　　　らる。すなわち，投資調整係数Ｍ£）ｊの値は固定されている。
　　（b）これに見合う総貯蓄が，家計部門によりなされる。
と想定される。以上の条件だけでは必要な貯蓄がなされる保証はない。こ
のことを保証するためには，家計貯蓄率の調整について何らかの規則を定
めておく必要がある。両家計の貯蓄率が比例的に調整されるという想定も
可能であるが，本稿では一方の家計にこでは，家牡ＨＡとする）の貯蓄率
ｍｐｓＨＡのみが調整され，残りの家計のそれは固定されていると想定する。
すなわち，
条件的　家計ＨＡの貯蓄率mpsHAは変数であり，その値は家計部門
　　　の総貯蓄額ｍｐｓ ＨＡＹＨＨＡ十ｍｐｓＨＢＹＨＨＢが与えられた投資額
　　　ΣＰ。ＱＩＮＶ。に等しくなるように決定される。ただし，家計HB
　　　の貯蓄率ｍｐｓＨＢの値は固定されている。
と仮定する。
2.2　要素市場の取扱い
　最初に述べたように，本稿のモデルでは要素価格の歪みを考慮する。す
なわち，これまで基本モデルやage 2 モデルでは，全ての企業は両要素に
同一の要素価格（資本の賃貸率，労働の賃金率）を支払うと仮定してきたの
に対して，ここでは要素価格が企業毎に異なる可能性を考慮する。ただし，
両要素のうち，要素価格に歪みが生じるのは労働のみとし，資本について
は賃賃率は両企業を通じて同一であると仮定する。また，両要素とも供給
量にれは与件として固定されている）は全て雇用されるという完全雇用の
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枠組みは，引き続き維持される。
　具体的には･企業“は要素ｙに゜いて平均要素価格ｗ町の一定の割
合現邱馬丿仔’/を支払うものとする。ここで･各要素の平均要素価格
WF.は･当該要素の需給がバランスするように内生的に決定される。ま
た･好誼馬包は要素価格の歪み係数であり・外生的に与えられるパラメ一
ターである。労働のみならず資本についても要素価格の歪みがある場合に
も，この定式化は妥当する。本稿では資本については要素価格（賃貸率）
の歪みはないと想定するので，
　　　　　wfdistjr.゜１
すなわち，資本要素価格の歪み係数は１に等しい。
2.3　均衡条件
　このようなモデルの拡張により，均衡条件として財市場や要素市場のバ
ランス条件（それぞれ複数）に加えて，資本市場のバランス条件が追加さ
れる。モデルを閉じるためには，これらの条件のうちの１つを落とすこと
も可能であるが，ここでは代わりに，貯蓄一投資バランス式にダミー変数
14ろ4££4Sを導入しよう。これにより，モデルの変数の数と方程式の数は
等しくなる。ダミー変数希紅花4Sは，一般均衡が成立する場合にそして
その場合に限り０という値をとり，貯蓄一投資バランスが成立する。
3.モデルの方程式体系
　本稿の最終目的は，数理計画法解法プログラムGAMSを使用して応用
一般均衡分析を行うことにあるので, GAMSのプログラミングを容易す
るために集合命令SETSの利用を考えて，変数の添え字を表すのに集合
を用いてモデルを構築する。本稿のモデルでも，以下の集合を使用する。
　　　α∈A ={FA,FB}　　　企業＝|企業ＦＡ，企業FBI
　　　c G C = {CA, CB}　　　商品＝|商品ＣＡ，商品CB}
　　　　　　　　　　　　　　－193 －
　さらに, GAMSは大文字，小文字を区別しないが，内生変数を表すに
は大文字を使い，パラメーター（固定値あるいは外生的な値をもつ変数を含む）
を表すには小文字を使う，また数量を表す場合には変数あるいはパラメー
ターをＱあるいはｇで始める，商品価格を表す場合には/）あるいはρ
で始める，要素価格を表す場合にはＷあるいはｗで始めるという小平
（2002ａ）の約束を，本稿でも引き続き維持することにする。パラメーター
は次の通りである。
　　ｑが＝消費者価格指数CPI
　　ｃｗ弟７二消費者価格指数ＣＰＩにおける商品ｃの加重
　　ｉｃａ ｃａ＝企業αの産出１単位当たりの商品ｃの中間投入量
　　ｍｐｓｕ二家計/zの貯蓄割合（平均貯蓄性向＝限界貯蓄性向）
　　φ/＝要素ｙの供給量
　　一石＝商品ｃの基準年投資需要量
　　ｓHｒｙ ｈｆ二要素ｙの総要素所得のうち家計/zへの分配率
　　wfdistf^ =企業“における要素ｙの要素価格歪み係数
　　c‰＝家計/zの効用関数における商品ｃの係数（商品ｃへの支出割合）
　　らニ企業αの生産関数における要素ｙの係数（要素ｙへの分配率）
　　瓦＝企業αの生産関数の規模係数（効率性パラメーター）
　　む＝企業αの活動水準１単位当たりの商品ｃの産出量
　モデルの方程式体系は次により与えられる。
（ｉ）　生産および商品ブロック
　Cobb-Douglas型の生産技術を想定すると，企業αの生産関数は，
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と表される．ただしパ：阪は企業αの産出量，eらは要素ｙの投人量
である．
　要素価格の歪みも考慮するように拡張されたこのモデルでは，各企業の
要素価格は経済全体の平均要素価格の一定の割合（歪み係数）になるとさ
れているので，企業αが雇用する要素ｙに対して支払う要素価格は
wfdisu Wりとなり･したがつて雇用する要素ｙ全体に対して支払う報酬
はwfdistf^WFパ?7‰により与えられる．ここで想定しているように･
Cobb-Douglas型生産関数の場合には，生産要素ｙへの要素報酬は生産額
PVAa QA^の一定割合らとなることが知られて９るので，生産要素ｙの
要素（逆）需要関数は，
により与えられる。 age 2 モデルと比べると，この式は要素価格の歪みを
導入したために修正されている。
　本稿においても引き続き，固定係数(Leontief技術）の中間投人を想定
する。中間投入係数を泌α。とすると，商品ｃに対する企業αの中間需
要ＱＩＮＴ。。は，
により与えられる。
　企業αの価格/)利は当該企業の産出１単位当たりの価値に等しいから
により与えられる。一方，企業αの付加価値価格一以αは企業価格朽Ｕ
から産出１単位当たりの中間投入額ΣPc icaraを差し引いたものである
から，
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と表される。
　商品ｃの市場生産量は，両企業の商品(7の生産量OacQA,の和となる。
ただし，結合生産を想定していないので，企業αの活動水準１単位当た
りの商品ｃの産出量を表す貼の値はＯまたは１である。
(iD　制度ブロック
　モデル拡張が家計行動に与える影響は，第１に要素価格が企業毎に異な
ることが家計/゛の要素所得ＹＦ吋や総要素所得に与える影響を通じて･第
２に貯蓄行動の導入が消費需要に与える影響を通じて表れる。
　総要素所得は，基本モデルやage 2 モデルでは要素価格と総要素供給の
積として表されたが，本稿のモデルでは第１の要因があるので簡単に積と
して表すことはできない。ここでは，どの企業がその要素を雇用するかを
考慮する必要があるからである。企業いこよる要素ｙの雇用量をＱＦ徊
とすると･この企業が支払う要素価格は噸がら卿勺であるから･要素ｙ
の総要素所得はΣ頑/賄丿呼パ2悩と表される。したがって･家計/z
が要素ｙから受け取る要素所得抒尚は･
により与えられる。ただし・ｓhｒy Ｈｆは要素ｙの総要素所得のうち家計/z
｀の分配率である。家計/zの総所得打ちは，資本および労働からの要素
所得の和として与えられるから，
－196－
と表される。
　次に，第２の要因である貯蓄行動を検討する。家計/zは(8)で与えら
れた家計所得ＹＨ，の一定割合ｎｗｓｕを貯蓄し，一定割合(1 －ｍｐｓｕ)を
消費に支出する。すなわち，総消費支出額は(1－ｍｐＳｈ)ｎ八である。ま
た，効用関数がCobb-Douglas型の場合には，家計は総消費支出額の一定
割合ａａを商品ｃの購入に当てることが知られているから，家計/zの商
品ｃに対する(逆)需要関数は，
により与えられる。以上の式(7)－(9)は全て, age 2 モデルと比べて修正
されている。
　家計部門の貯蓄により投資が行われる。貯蓄一投資行動が貯蓄主導型で
ある場合には条件㈲により，投資主導型の場合には条件向により，投資支
出は両財の投資需要量の比が一定となるように２種類の商品の間に配分さ
れるので，投資方程式は
により与えられる。この式(10)は本稿のモデル拡張により新たに追加さ
れる式である。
国　体系制約ブロック
　要素市場のバランス条件は，基本モデルや昭e2モデルと同様に
により与えられる。
　財市場のバランス条件にはモデル拡張の影響が見られる。財市場の供給
側には変更はないが，需要側には家計による最終需要，企業による中間需
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要の他に,投資需要が追加される。したがって，この市場のバランス条件は
により与えられることになる。
　貯蓄一投資行動をモデルに取り入れたために，本稿では資本市場のバラ
ンス条件が追加される。各市場のバランス条件のうちどれか１つ（例えば，
資本市場のバランス条件）を消去することも可能であるが，そうする代わり
に，ダミー変数恥1££4Sを貯蓄一投資バランス式に導入して，全てのバ
ランス条件を明示的に考察することにする。変数Ｕる4££4Sの値は一般均
衡においてＯになる。
最後に，価格正規化方程式はこれまでと同じである。
4｡べンチマーク均衡データセット
　ベンチマーク均衡として，次のような社会勘定行列（表1）で与えられ
る数値例l）を考えよう。同時に，仮設均衡として，資本ストックが10パ
ーセント増加した場合を想定する。応用一般均衡分析の慣習に倣って，ベ
ンチマーク均衡における商品価格は１に等しいものと想定するが，要素価
格のうち労働の賃金率については歪みを考慮する。
　表１に示されている社会勘定行列には，貯蓄一投資S-Iと名付けられた
新しい勘定項目が含まれている。社会勘定行列は支払いの流れを示すだけ
なので，貯蓄主導型か投資主導型かという貯蓄一投資行動に関する想定の
違いは，社会勘定行列には影響しない。
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表１　ベンチマーク均衡の社会勘定行列(age 3 モデル）
　貯蓄一投資S-Iの行は，家計にの経済における唯一の貯蓄者）からの支
払いの受け取りを示している。貯蓄一投資S-Iの行を左から右に読み進む
と，べンチマーク均衡では家計ＨＡは50の，家計ＨＢは30の貯蓄をし
ており，家計部門の貯蓄合計は80（いずれも金額）であることが分かる。
貯蓄一投資S-Iの列は，投資に利用される商品への支出を示している。こ
のモデルでは投資は，自社の資本ストック追加分として投資財を受け取る
仕向け先の企業ではなく，資本ストックの生産に利用される商品の由来に
よって定義されている。貯蓄一投資S-Iの列を上から下に読むと，ベンチ
マーク均衡では投資需要として商品ＣＡが25，商品ＣＢが55購入され
ており，合計80（いずれも金額，ただしベンチマーク均衡では両商品の財価格
は１とされているので，これらの数値は数量を表していると考えることも可能であ
る）の投資が行われていることが分かる。
　なお，投資は購入される商品の由来によって定義されていることから，
このモデルが当てはまるのは，新らた投資が生産能力の拡大をもたらさな
い程度の非常に短い期間に限られることになる。より長い期間を考察する
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モデル（例えば，多期間モデル）では，資本ストックの増加による生産能力
の拡大を明示的に考察することが必要になる。今後の課題である。
　本稿のモデルでは，要素市場のうち労働について要素価格の歪みを考え
ている。雇用される労働量は企業ＦＡで100単位，企業ＦＢで50単位で
ある。資本については両企業の間の自由な移動を認めているので，両企業
に共通な資本賃貸率（要素価格）のベンチマーク均衡値が１であることを使
って，資本の要素需要量を求めている。生産要素の取扱いがage 2 モデル
から昭e3モデルへこのように変更されたが，社会勘定行列に変更はない。
5. GAMS入力ファイル
　上の２節および３節で検討したage 3 モデルの方程式体系と，４節のベ
ンチマーク均衡データセットに基づく一般均衡体系を，数理計画法解法プ
ログラムGAMSのプログラムとして表現したものが，表２の人力ファイ
ルである。表の左側の数字は説明のために付けた行番号であり, GAMS
人力には無関係である。行番号に＊（アスタリスク）が付いている行は，
age 2 モデルと異なる箇所である。この人カファイルでは，最初にベンチ
マーク均衡の再現テストを行い，続いて資本ストックが10パーセント増
加した場合の仮設均衡を求める。
　本稿では，資本市場の組み入れと要素価格の歪みの２点についてage 2
モデル（小平（2002b））の拡張を試みた。第１の拡張はモデルの中で貯蓄と
投資を考慮することを可能にするが，このことがどのようなGAMSコー
ドの変更を必要とするか，入力ファイルの該当箇所を見ていこう。
　社会勘定行列に関しては，勘定項目に新たに貯蓄一投資勘定S-Iが加わ
るので，そのための修正が必要である。具体的には，集合の定義（15行以
下）の中で勘定項目を表す大城集合ＡＣの要素に，新たに貯蓄一投資勘定
S-Iを追加した（28行）うえで，社会勘定行列ＳＡＭを定義する(162-176
行）。
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表２　モデルage 2 の入力ファイル
－201－
－202－
－203－
―204－
－205－
― 206 ―
－207－
－208－
－209－
　家計の意思決定は，最初に貯蓄するか今期消費するか，次に今期の消費
支出を各商品へどう振り分けるかという２段階でなされると想定したので，
商品に対する(逆)需要関数(9)は，貯蓄に関する意思決定の影響を受け
る(137行)。財市場のバランス条件(12)においても，需要側に投資需要
が追加されるというモデル拡張の影響がある(146-147行)。投資方程式
(10)と資本市場のバランス条件(13)は，モデルの拡張によりage 3 モデ
ルで初めて加えられた(139行, 149-150行)。
　資本市場における貯蓄一投資決定の様子については，２節で検討したよ
うに貯蓄主導型と投資主導型の２通りの説明が可能である。この部分は入
力ファイルの298行以下でプログラム化されている。貯蓄主導型では，
貯蓄率ｍｐｓｕが初期値に固定され，家計部門が行った貯蓄に等しい投資が
なされると想定するが，そのGAMSコードは入力ファイル299-300行で
ある。 GAMS では変数のレコードは。
　　　. LO　＝下限
　　　．Ｌ　　＝主問題の解
　　　. UP　＝上限
　　　．Ｍ　　＝双対問題の解
の４つのフィールドを持つが，300行の変数ＭＰＳにつけられた拡張子FX
は，その変数の上限と下限を右辺の値に等しく設定する機能を持つ。した
がって, 300行の
　　　MPS.FX(H) = MPSO(H);
は正しく，貯蓄率を初期値に固定することに他ならない。
　他方，投資主導型では，投資調整計数瓦)Ajが初期値に固定され，必
要な貯蓄が家計部門でなされるように家計ＨＡの貯蓄率が調節されると
想定するが,そのＧＡＭＳコードは302-307行である。すなわち,303行
の
－210－
で投資調整計数を初期値に固定し, 307行の
で家計ＨＢの貯蓄率を初期値に設定する。調節される家計ＨＡの貯蓄率
については, 304-306行の
で下限をー（ｘ），上限を十（ｘ）として，とりうる値について制限を外して計算
している。表２では302-307行の行頭に＊（アスタリスク）が付けられ，
この部分は注釈文になっているので，表２の入力ファイルをそのまま実行
して得られる計算結果は，貯蓄主導型を想定した場合の結果になる。投資
主導型の結果を得るには, 300行を注釈文にし303-307行の＊を外して入
力ファイルを実行すればよい。
　第２の拡張は，要素価格の歪みをモデルに組み入れることであった。た
だし，歪みがあるのは労働の賃金率だけで，資本の賃貸率は歪みを持たな
いと想定された。しかし，本稿の理論モデルは，企業αが雇用する要素ｙ
の歪み係数ｗfdiｓｕを定義した上で･歪みを持たない資本に゜いては
l柄毎に＝１として，この拡張を処理しているので，２節でも指摘したよ
うに，どちらの（あるいは両方の）要素に歪みがあっても本稿の理論モデル
は妥当する。人力ファイルのGAMSコードもそうである。要素価格の歪
みについては，入力ファイル201-230行で処理している。
田　企業別の要素需要量ｅＦルの初期値を･べンチマ一ク・デ一夕セツ卜
　から求める(215行）。要素供給量（外生的）φyの初期値は, 206-207
　行で与えられ, 214行で代入される。
（iD　カラブレイシヨンを容易にするために･企業別の要素価格14面角を新
　たに導入し(209行），初期値を計算する(218-219行）。経済全体の平均
　要素価格Ｗ/勺の初期値は･ベンチマ一ク均衡の社会勘定行列の要素所
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　得値と要素需要量ＱＦ徊の初期値から算出する(221-222行）。
（i）企業別要素価格回心の初期値と平均要素価格ｗ/勺の初期値の比と
　して定義される要素価格歪み係数wfdistf^ =聯を計算する(224-225
　行）。
（iｖ）各企業について要素毎に，歪み係数と平均要素価格と要素需要量の積
wfdistf^ WFパ!Ｆ徊が･社会勘定行列における当該企業による当該要素へ
の支払いに等しいを確認する。このために，入力ファイルではcdiffとい
うパラメーターを定義し（210行），計算している(227-228行）。
　309行以下が解法である。ここでは，べンチマーク均衡ＢＡＳＥと仮設
均衡ＨＹＰＯ（資本ストックが10％増加した場合）の２つの均衡解を, LOOP
命令を利用して１つの入力コードで求めようとしている。そのために，
320-324行のＳＥＴ命令でＬＯＯＰを回すための添え字を，また326-351
行のＰＡＲＡＭＥＴＥＲＳ命令で変数を準備する。 ＬＯＯＰ文は362行から403
行にわたっており，途中の366行にＳＯＬＶＥ命令がある。 ＬＯＯＰ文の中
の387-401行は社会勘定行列を求めるための計算であり, 405-410行は求
めた社会勘定行列がバランスしているかを（行和と列和の差がほぼＯになる
かどうかで）確認するための計算である。 414-420行のＤＩＳＰＬＡＹ命令は，
ペンチマーク均衡と仮設均衡の均衡値の比較を出力する。
6.結果のまとめ
　前節の入力ファイル（表2）を数理計画法解法プログラムＧＡＭＳでコ
ンパイルし実行すると，出力ファイルが得られる。出力ファイルは大変長
いのでここには掲載しないが，注意すべき箇所について出力ファイルの見
方を説明しよう。
　出力ファイルの最初の部分は，エコープリントと呼ばれる入力ファイル
のオウム返しの出力である。エコープリントが終わると, GAMSの処理
結果が記されている。最初に注目する箇所は，べンチマーク均衡（入力フ
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ァイル162-176行）の入力チェックの処理結果である。ここでは，データ
人力は社会勘定行列の形でなされているが，社会勘定行列の列和と行和は
等しいという性質に注目して，列和と行和の差tdiffを定義し，これらが
全て０になるかどうかで，正しく入力されたかどうかを判定しようとして
いる。入力ファイル186行の「tdiffを示せ」という命令に対する結果は
「全てO」となっており，誤りなく入力されてたことが確認される。
　次に注目する箇所は，入力ファイル201-230行で行った企業毎の要素
価格と要素価格の歪み係数のカラブレイションと，入カファイル233-296
行の財価格以外のパラメーターのカラブレイションの結果である（表３参
照）。ここには変数の初期値（ベンチマーク均衡値）も出力されており，後
に示されている再現テストの変数値とこれらの値が一致することを確認す
る必要がある。
　貯蓄一投資の扱いについて，貯蓄主導型か投資主導型か何れかの指定を
した（入力ファイル298-307行）後，入力ファイルのＬＯＯＰ文(281-301行）
の途中のＳＯＬＶＥ命令(285行）に対する状況報告が出力されている。こ
こでは, SOLVER ＳＴＡＴＵＳ（解法プログラムの状態）がNORMAL COM-
ＰＬＥＴＩＯＮ（正常終了）となっており,MODEL STATUS （モデルの状態）
がＯＰＴＩＭＡＬ（最適解を見付けて終了）となっていることを確認することが
重要である。
　ＬＯＯＰ文の１巡目ＢＡＳＥ（ベンチマーク均衡）は，パラメータ一にベン
チマーク値を与えた場合の均衡値の計算，すなわち再現テストである。表
４にまとめた出力ファイルの結果を見ると，再現テストに合格しているこ
とが分かり，モデルの定式化に成功したと判断される。２巡目ＨＹＰＯ（仮
設均衡）は，資本ストックが10％増加した場合の均衡（仮設均衡）の計算
である。入力ファイルの419行で出力される仮設均衡の社会勘定行列を
表５にまとめた。社会勘定行列の数値は数量を示すものではなく，取引金
額すなわち価格×数量であることに注意して欲しい。
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　計算は，貯蓄主導型と投資主導型の場合に分けて２回を行った。均衡値
や社会勘定行列を表の形にまとめておく。
　　　　　表３　カラフレイトされたパラメーター値(age 3 モデル）
－214－
表４　均衡の比較(age 3 モデル）
－215－
－216－
－217－
－218－
